
県 道 1 0 4 号 線 改 良 整 備 事 業 の 未 整 備 区 間 に 関 す る 要 請 決 議

　 本 村 の 主 要 な 広 域 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 国 道 5 8 号 、 国 道 5 8 号 バ イ パ ス 、 県 道 6 号 線 、 県 道 1 0 4 号

線 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 道 路 は 、 近 隣 市 町 村 を 結 ぶ 広 域 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、 産 業 経 済 や

村 民 生 活 の 基 盤 を な す と と も に 、 災 害 時 に は 緊 急 避 難 路 と し て の 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。

　 県 道 1 0 4 号 線 は 、 恩 納 村 安 富 祖 を 起 点 に 金 武 町 金 武 を 終 点 と す る 、 延 長 約 8 k m の 一 般 県 道 で

あ る 。 一 部 、 金 武 町 か ら 喜 瀬 武 原 集 落 間 、5. 0 k m は 直 進 化 が 完 了 し て お り 、 国 道 5 8 号 か ら ホ テ ル 入

口 付 近 ま で の 0. 8 ㎞ の 事 業 区 間 に つ い て は 平 成 2 2 年 度 に 改 良 工 事 が 完 了 し て い る が 、 当 初 計 画 さ

れ て い た 事 業 化 予 定 区 間 の 未 整 備 区 間 2. 0 k m の 改 良 整 備 が 平 成 2 4 年 度 か ら 進 捗 が 見 ら れ な

い 。 そ の 間 に 、 中 学 校 の 統 合 、 喜 瀬 武 原 小 学 校 の 休 校 に 伴 い 児 童 生 徒 の 通 学 や 新 た に 令 和 8 年 学

校 法 人 タ イ ケ ン 学 園 の 開 校 も 予 定 さ れ て い る 事 か ら 交 通 量 の 増 加 が 懸 念 さ れ て い る 。

　 本 村 で は 、3, 0 0 0 室 の 新 規 ホ テ ル 開 発 計 画 が 承 認 さ れ て お り 、 本 村 中 北 部 地 域 に 集 中 し て い る

こ と か ら 県  道 １ ０ ４ 号  線  の  利  用  者  が  増  え る こ と が  予  想  さ れ る  。

　 ま た 、「 ツ ー ル ・ ド ・ お き な わ 2 0 2 5 」 の 沖 縄 一 周 コ ー ス で 県 道 １ ０ ４ 号 線 を 横 断 す る こ と に な っ て

お り 自 転 車 通 行 に お い て も 安 全 性 が 求 め ら れ て い る 。

　 さ ら に 、 台 風 接 近 時 に は 倒 木 に よ る 被 害 も 多 い こ と か ら 、 見 通 し の 悪 い 区 間 に お い て 重 大 事 故 を

招 き か ね な い 。

　 こ れ ら を 踏 ま え 、 同 道 路 は 恩 納 村 ・ 金 武 町 を 結 ぶ 北 部 地 域 の 重 要 な 横 断 道 路 で あ る こ と か ら 、 幅

員 の 狭 い 区 間 や 線 形 が 厳 し い 箇 所 に つ い て は 改 良 整 備 が 必 要 で あ る 。

　 よ っ て 、 恩 納 村 議 会 は 、 下 記 事 項 の 早 期 実 現 を 強 く 要 請 す る 。

　 県 道 1 0 4 号 線 改 良 の 未 整 備 区 間 に つ い て 、 安 全 な 道 路 環 境 の 整 備 を 実 施 す る こ と 。

以 上 、 決 議 す る 。

記

宛 先 　 沖 縄 県 知 事 玉 城 デ ニ ー 様

　 　 　 沖 縄 県 議 会 議 長 中 川 京 貴 様

　 令 和 7 年 ９ 月 ２ ６ 日
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　 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 周 辺 整 備 基 本 計 画 は 、 沖 縄 振 興 特 別 措 置 法 に 基 づ く「 沖 縄 振 興 計

画 」 及 び 「 沖 縄 県 科 学 技 術 振 興 指 針 」 を 踏 ま え 、 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 の 立 地 に 伴 う 周 辺 整 備

の あ る べ き 姿 を 示 す も の と し て 、 平 成 1 9 年 8 月 に 沖 縄 県 に よ り 策 定 さ れ て い る 。 基 本 計 画 に お い て

は 、 先 導 的 な プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 の 「 ゲ ー ト 空 間 」 と な る 村 道 大 袋 原 線 周

辺 整 備 、「 谷 茶 の 浜 」 海 岸 一 帯 の 整 備 、 さ ら に は 大 学 院 大 学 内 の ビ レ ッ ジ ゾ ー ン と の 連 続 性 ・ 近 傍

性 を 考 慮 し た 、 商 業 ・ サ ー ビ ス 機 能 を 補 完 す る 施 設 や 住 宅 、 交 流 施 設 等 を 提 供 す る 「 門 前 町 地 区 」

と し て 検  討  が  行  わ れ て き て い る 。

　 し か し な が ら 、 基 本 計 画 策 定 時 か ら 十 数 年 が 経 過 す る 中 で 、 周 辺 整 備 事 業 （ 谷 茶 区 ） に お い て は

進 捗 が 見 ら れ ず 、 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 周 辺 の 居 住 環 境 整 備 や 地 域 の 活 性 化 に 対 す る 地 域

住 民 の 期 待 と 現 状 に 乖 離 が 生 じ て い る 状 況 で あ る 。

　 こ れ ま で 、 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 に 関 わ る 事 業 と し て 、 第 5 研 究 棟 の 整 備 や 、 今 年 度 に 大 学

院 内 に イ ン キ ュ ベ ー タ ー 施 設 の 整 備 が 行 わ れ 、 沖 縄 の 自 然 環 境 へ の 貢 献 や 、 沖 縄 経 済 ・ 社 会 と の

連 携 に よ る イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 を 通 じ て 、 沖 縄 県 へ の 貢 献 と 沖 縄 振 興 に 寄 与 す る こ と が 期 待 さ れ て

い る 。

　 今 後 も 、 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 の 健 全 な 運 営 を 支 援 し 、 地 域 の 活 性 化 を 促 進 す る こ と と 、 研

究 者 や 関 係 者 、 地 域 住 民 が 快 適 に 暮 ら せ る 国 際 的 な 居 住 環 境 の 整 備 や 利 便 性 の 向 上 を 図 る た め

に も 、 周 辺 整 備 事 業 の 一 層 の 推 進 が 必 要 で あ る 。

　 よ っ て 、 恩 納 村 議 会 は 、 下 記 事 項 の 早 期 実 現 を 強 く 要 請 す る 。

1. 沖 縄 県 に お い て 、 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 周 辺 整 備 事 業 の 推 進 に 際 し 、 積 極 的 か つ 主 体 的 に

　  取 り 組  む こ と 。

1. 沖 縄 県 に お い て 、 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 周 辺 整 備 事 業 の 推 進 に 際 し 、 関 係 機 関 や 地 域 と の

　 連 携 ・ 協 力 体 制 の 構 築 に 努 め る こ と 。

以 上 、 決 議 す る 。

記

沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 に 係 る 周 辺 整 備 事 業 に 関 す る 要 請 決 議

宛 先 　 沖 縄 県 知 事 玉 城 デ ニ ー 様

　 　 　 沖 縄 県 議 会 議 長 中 川 京 貴 様

　 令 和 7 年 ９ 月 ２ ６ 日
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